
、
コ
ク
の
レ
ク
。
ヘ
ー
シ
ェ
ラ
プ
同
旨
ぬ
げ
の
覗
圃
冒
掃
印
国
ず
が
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
に
懇
願
し
た
の
で
、
清
弁
の
中
観
心
論
と
そ
の
註
の

思
択
焔
の
訳
出
が
ラ
サ
の
ト
ゥ
ル
ナ
ン
寺
で
完
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
（
前
号
二
九
頁
）
。
そ
の
後
、
レ
ク
・
ヘ
ー
シ
ェ

ラ
プ
は
癸
丑
（
ら
囹
鈩
．
ロ
・
）
に
ラ
サ
の
南
方
で
ほ
ど
遠
く
な
い
サ
ン
プ
ｏ
の
§
嘗
匡
に
ニ
ェ
ウ
ト
ク
ｚ
①
冒
昏
品
の
大
伽
蓋
を
建

立
し
た
。
そ
れ
よ
り
、
こ
の
サ
ン
プ
が
清
弁
学
説
研
究
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
レ
ク
。
ヘ
ー
シ
ェ
ラ
プ
の
甥
に
、
す
ぐ
れ
た
訳
経
者
と
し
て
、
。
コ
ク
の
大
訳
官
ロ
デ
ソ
シ
ェ
ラ
プ
閃
ｇ
ｍ
さ
目
①
ロ
四
○

］
§
冒
浄
め
時
号
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
人
の
伝
は
、
プ
ト
ン
史
つ
起
昌
○
胃
埼
冒
旨
①
時
英
訳
己
．
曽
巴
と
ゴ
ン
ポ
史
ｅ
目
。
幽
笥
宮
田
季
弓
．

唖
隠
ゞ
隠
尊
羽
田
野
己
ら
ｅ
に
見
え
る
。
い
ま
そ
れ
ら
に
し
た
が
っ
て
、
か
れ
の
訳
経
の
あ
と
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
は
、
己
亥
（
邑
忠
）
に
生
れ
、
幼
時
か
ら
伯
父
の
レ
ク
。
ヘ
ー
シ
ェ
ラ
プ
の
許
に
到
り
、
伯
父
や
ポ
チ
ュ
ン
ワ
・
ツ
ル
テ

ィ
ム
シ
ェ
ラ
プ
普
○
呂
目
冨
周
目
｝
嵐
盲
目
⑩
堀
切
Ｈ
号
な
ど
に
つ
い
て
聴
聞
し
た
。
か
れ
の
智
慧
が
す
ぐ
れ
て
い
た
の
を
伯
父
が

チ
ベ
ッ
ト
中
世
初
期
に
お
け
る

般
若
中
観
諭
吉
の
訳
出
（
下
）

三
ゴ
ク
の
大
訳
官
ロ
デ
ソ
シ
ェ
ラ
プ

稲
葉
正
就
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悦
ん
で
、
か
れ
が
一
七
歳
に
な
っ
た
と
き
（
邑
計
年
頃
）
、
カ
シ
ミ
ー
ル
へ
留
学
さ
せ
た
。
か
れ
は
カ
シ
ミ
ー
ル
で
．
〈
ン
デ
ィ
タ
・
サ
ッ
ジ

ャ
ナ
悶
営
曾
菌
普
言
目
騨
と
。
〈
ラ
ヒ
タ
ゞ
ハ
ド
ラ
も
隣
国
巨
国
ｇ
ａ
３
を
は
じ
め
と
す
る
六
人
に
師
事
し
た
。
カ
シ
ミ
ー
ル
留
学
中
の
訳

出
と
し
て
ゴ
ン
ポ
史
に
は
量
荘
厳
目
昏
嵐
冒
口
侭
冨
画
の
み
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
論
部
の
因
明
の
部
に
ｚ
ｏ
・

雪
ご
厚
塁
目
富
国
唱
冒
四
》
量
評
釈
荘
厳
（
際
騨
冒
烏
旨
儲
喝
己
冒
と
共
訳
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

〒
コ
ン
ポ
史
に
は
こ
の
訳
出
を
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
大
訳
官
盲
目
①
口
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
種
友
な
る
重
要
論
害
の
訳

出
を
行
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
因
明
部
に
、
ケ
ン
デ
ン
ギ
ェ
ー
ポ
凹
匡
巨
冒
昌
禺
喝
巴
宮
（
国
ぽ
窪
ぐ
冒
働
茜
）
と
共
に
カ
シ
ミ
ー
ル
の
ロ

ン
ケ
ル
・
ヘ
メ
の
Ｈ
ｇ
丙
耳
①
馬
号
の
目
＆
（
シ
ロ
ロ
忌
日
§
日
蝕
）
で
訳
出
し
た
と
い
う
奥
書
を
有
す
る
も
の
に
ｚ
○
．
留
畠
ロ
冨
局
目
○
詐
肖
空
”

他
遮
詮
と
名
づ
く
る
論
と
い
う
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ケ
ン
デ
ン
と
共
訳
の
ｚ
ｏ
留
凹
己
冨
儲
日
○
茸
目
色
》
刹
那
減
成
就
と
ｚ
ｏ

弓
囲
わ
Ｐ
目
菌
国
冒
昏
目
騨
》
相
続
成
就
の
二
言
は
、
そ
の
奥
吾
に
訳
出
場
所
を
記
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
カ
シ
ミ
ー
ル
で
訳
出
し
た
も

ゞ
コ
ン
ポ
史
に
、
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
は
カ
シ
ミ
ー
ル
で
サ
ッ
。
シ
ャ
ナ
と
。
〈
ラ
ヒ
タ
》
〈
ド
ラ
に
師
事
し
た
と
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
論
部

の
唯
識
の
部
に
、
サ
ッ
ジ
ャ
ナ
と
共
訳
の
も
の
と
し
て
、
ｚ
ｏ
，
認
鵠
冨
四
目
①
冒
坤
大
乗
最
上
要
義
論
と
ｚ
○
．
駅
思
院
自
彊
《
大
乗
最

上
要
義
論
解
説
〔
究
寛
一
乗
宝
性
論
〕
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
カ
シ
ミ
ー
ル
の
ロ
ン
ヶ
ル
・
ヘ
メ
で
訳
出
し
た
と
あ
る
か
ら
、
サ
ッ

ジ
ャ
ナ
に
師
事
し
た
間
の
訳
出
と
い
え
る
。
ま
た
、
。
〈
ラ
ヒ
タ
ゞ
〈
ド
ラ
も
肖
煙
冒
菌
目
四
身
四
（
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
名
屏
冨
ご
崗
唇
目
冒
冨
自

冒
）
と
共
訳
の
も
の
と
し
て
、
ｚ
ｏ
弓
Ｓ
ｐ
ｇ
爲
目
昌
身
は
》
量
決
択
と
ｚ
○
．
副
葛
己
冒
儲
日
○
斥
騨
園
ゞ
《
量
決
択
註
疏
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
奥
書
に
も
ロ
ン
ケ
ル
。
ヘ
メ
で
の
訳
出
と
あ
る
か
ら
、
。
〈
一
ブ
ヒ
タ
に
師
事
し
て
訳
出
し
た
に
違
い
な
い
。
な
お
、
ロ
ン
ヶ
ル
。
ヘ
メ
で
訳
出

し
た
と
い
う
奥
書
あ
る
も
の
に
、
因
明
部
の
ｚ
ｐ
留
置
わ
四
邑
臼
国
冒
且
四
》
遮
詮
成
就
（
冒
四
邑
○
昌
昏
四
と
共
訳
）
が
あ
る
。

カ
シ
ミ
ー
ル
で
の
一
七
年
間
の
留
学
中
に
、
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
は
主
と
し
て
因
明
と
称
勒
の
法
を
勉
学
し
、
そ
れ
ら
の
諭
吉
を
翻
訳
し

た
こ
と
は
、
プ
ト
ン
史
に
も
記
さ
れ
、
以
上
の
訳
出
を
一
見
し
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
般
若
や
中
観
の
論
書
も
カ
シ
ミ
ー
ル
で

の
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
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少
し
は
訳
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
奥
書
に
そ
の
こ
と
を
明
確
に
記
載
し
て
い
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
・

カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
チ
、
ヘ
ッ
ト
へ
帰
っ
た
か
れ
は
（
己
罵
年
頃
）
、
、
『
一
ソ
ポ
史
に
よ
る
と
、
ブ
ム
タ
ク
ス
ム
。
〈
煙
９
日
喜
尉
猪
甥
巨
日
冨

（
陣
巨
Ｈ
息
巴
ｇ
こ
の
人
の
名
は
Ｐ
・
牌
冒
①
甘
の
Ｈ
“
目
日
日
〕
騨
冨
や
扇
Ｐ
独
訳
や
隠
浮
寺
本
訳
や
路
陰
に
見
え
る
）
と
ス
マ
テ
ィ
キ
ー
ル
テ
ィ

普
目
凹
武
冨
昌
と
に
法
を
聴
聞
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
チ
。
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
中
を
探
す
と
、
ス
マ
テ
ィ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
共
訳
（
あ
る
い
は

校
訂
）
の
も
の
と
し
て
論
部
の
般
若
の
部
に
、

ｚ
○
．
臼
謁
陣
且
園
冨
国
日
Ｐ
は
”
現
観
荘
厳
註
摂
義

ｚ
○
．
留
忌
わ
目
武
号
ぐ
ゆ
”
入
菩
薩
行
の
校
訂

ｚ
ｏ
印
．
閉
＄
Ⅱ
農
急
］
①
薗
凰
一
発
菩
提
心
及
び
受
持
護
儀
軌

が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
奥
書
に
は
訳
出
（
あ
る
い
は
校
訂
）
の
場
所
を
記
載
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
因
明
部
の
ｚ
ｏ
，
留
鴎

百
日
目
》
量
評
釈
荘
厳
註
疏
極
円
浄
（
カ
シ
ミ
ー
ル
で
訳
出
し
た
前
掲
ぞ
．
雪
畠
の
註
釈
）
は
、
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
と
ス
マ
テ
ィ
キ
ー
ル
テ

ィ
と
が
一
一
エ
タ
ン
獣
①
昏
目
（
ラ
サ
の
西
南
方
）
の
伽
藍
で
訳
出
し
た
と
そ
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
ｚ
ｏ
め
．
臼
麗
》

闇
圏
》
認
窃
Ⅱ
置
急
も
チ
、
ヘ
ッ
ト
へ
帰
っ
て
か
ら
、
ス
マ
テ
ィ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
師
事
し
て
共
訳
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
共
訳
し
た
場
所
は
、
必
ず
し
も
ニ
ェ
タ
ン
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
↑
ｚ
ｏ
，
紹
忌
の
註
釈
で
あ
る

ｚ
○
．
紹
囹
甸
且
副
富
国
日
秒
は
”
入
菩
提
行
細
疏
は
、
ス
マ
テ
ィ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
ダ
ル
マ
タ
ク
ロ
肖
目
騨
唱
騨
聰
と
が
ラ
サ
の
地
方
ウ
ィ

ル
ロ
盲
目
（
○
獄
目
昌
⑳
目
）
の
北
地
区
の
チ
ュ
ン
カ
カ
ル
Ｆ
ｏ
ｇ
冨
目
唇
胃
で
訳
出
し
た
と
そ
れ
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

が
あ
り
、
同
じ
く
中
観
の
部
に
、

ル
ロ
ウ
ロ

で
あ
る
。

の
般
若
の
部
に
、
‐

以
上
の
ほ
か
に
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
が
訳
出
（
あ
る
い
は
校
訂
）
し
た
般
若
中
観
の
経
諭
を
列
挙
す
る
と
、
先
ず
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
経
部
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ｚ
○
．
闇
認
著
者
名
欠
》
智
慧
品
細
疏
（
冒
目
目
目
唇
○
］
宮
Ⅱ
陣
巳
冒
尉
困
と
両
目
号
埼
閏
巴
日
尉
冒
国
昌
○
切
冒
冒

号
目
と
三
名
で
共
訳
）

ｚ
○
．
閉
誤
勺
日
ａ
①
ぐ
Ｐ
》
集
学
諭
〔
大
乗
集
菩
薩
学
諭
〕
の
校
訂
（
園
巨
田
厨
匿
屈
と
共
に
校
訂
）
（
奥
書
）
酔
冒
且
島
寺
で
校
訂

ｚ
○
．
困
訊
冒
吻
冨
冒
目
騨
ぐ
里
国
》
三
律
儀
次
第
（
シ
言
耳
目
国
の
Ｐ
と
共
訳
）

ｚ
○
．
思
慮
冒
烏
巴
凰
冨
ご
皇
国
“
曼
茶
羅
儀
軌
（
Ｐ
目
辱
且
尉
四
と
共
訳
）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ｚ
○
．
麗
患
を
除
い
て
、
奥
耆
に
訳
出
場
所
を
記
載
し
て
い
な
い
の
で
、
何
処
で
翻
訳
し
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
ｚ
○
．
認
憩
は
奥
書
に
シ
ダ
ー
の
己
口
己
農
の
寺
で
校
訂
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
位
置
を
わ
た
く
し
は
未
だ
比
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
に
既
に
カ
シ
ミ
ー
ル
留
学
時
代
の
訳
出
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
決
定
し
難
い
。

ま
た
ゞ
コ
ン
ポ
史
に
、
「
し
ば
ら
く
で
は
あ
る
が
、
ネ
・
〈
－
ル
ヘ
行
っ
て
ア
ト
ゥ
ル
ャ
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
シ
自
尽
四
『
皇
国
と
ヴ
ァ
レ
ン
ド
ラ
ル

チ
ぐ
閏
の
目
国
日
日
な
ど
に
真
言
の
聴
聞
を
な
し
た
。
」
と
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
ン
ド
ラ
ル
チ
と
の
共
訳
は
、
般
若
や
中
観
の
部
に
は
な
く
、

秘
密
疏
部
に
ｚ
ｏ
⑳
．
闇
＄
１
ｌ
隠
総
》
陪
震
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
奥
書
に
訳
出
場
所
を
記
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
ネ
。
〈
－
ル
で
訳
出

が
あ
り
、
同
じ
く
中
観
の
部
に
、

ｚ
ｏ
．
『
篭
八
千
般
若
の
校
訂

が
あ
っ
て
、
そ
の
奥
言
に
「
カ
シ
ミ
ー
ル
と
マ
ガ
ダ
国
の
本
を
多
く
集
め
て
刊
定
し
た
」
と
あ
る
。
次
に
、
論
部
の
般
若
の
部
に
、

ｚ
○
．
臼
忠
著
者
名
欠
”
般
若
波
羅
蜜
多
優
波
提
舎
現
観
荘
厳
頌
（
○
○
目
胃
冨
昌
＆
Ⅱ
Ｐ
日
自
侭
○
自
国
と
共
訳
）

嵩
○
・
日
駅
ぐ
目
烏
爵
の
邑
騨
》
二
万
五
千
般
若
優
波
提
舎
諭
現
観
荘
厳
註
（
○
○
目
胃
巨
日
＆
と
共
訳
）

ｚ
○
・
日
＄
国
胃
号
冒
身
騨
￥
八
千
般
若
釈
現
観
荘
厳
明
の
校
訂
（
己
冒
国
冨
冨
と
共
に
校
訂
）

ｚ
○
．
紹
Ｓ
目
自
侭
沙
“
聖
般
若
波
羅
蜜
多
母
摂
頌
〔
円
集
要
義
諭
〕
（
弓
旨
冨
冨
匿
凋
と
共
訳
）

ｚ
○
．
紹
呂
自
己
国
目
昌
鬮
四
“
聖
般
若
波
羅
蜜
多
母
摂
頌
註
解
〔
円
集
要
義
釈
論
〕
（
目
貫
巴
の
ｇ
目
冒
Ⅱ
目
巨
色
色
四
Ｅ
と
共
訳
）

■■

■画
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し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
デ
ソ
シ
ェ
ラ
プ
は
、
し
ば
ら
く
の
間
し
か
ネ
。
〈
－
ル
に
滞
在
し
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
翻
訳
に
従
事
し
た
こ

と
は
、
秘
密
疏
部
の
ｚ
○
．
閏
尉
殴
日
鯵
口
菌
ｇ
自
国
如
四
支
成
就
法
広
釈
心
苞
（
ｚ
亀
鱒
己
属
国
と
共
訳
）
の
奥
吉
に
か
れ
が
ネ
。
ハ
ー
ル

の
首
都
（
切
騨
ご
昌
目
ｇ
ｇ
で
訳
出
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
ネ
。
〈
－
ル
で
師
事
し
た
と
い
う

ア
ト
ゥ
ル
ヤ
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
と
前
掲
ｚ
ｏ
ｍ
紹
認
》
認
計
》
鼠
倫
の
共
訳
者
ア
ト
ゥ
ル
ヤ
ダ
ー
サ
と
は
同
一
人
で
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
と

に
か
く
ゴ
ン
ポ
史
の
他
の
個
所
（
ロ
弓
目
屋
宮
詞
醇
や
あ
ご
に
ア
ト
ゥ
ル
ヤ
ダ
ー
サ
も
ネ
・
ハ
ー
ル
に
住
し
た
如
く
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
共
訳
は
ネ
。
〈
－
ル
で
行
な
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
は
ネ
パ
ー
ル
や
カ
シ
ミ
ー
ル
に
住
し
た
人
も
入
蔵
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
（
プ
ト
ン
史
勗
Ｐ
２
ｇ
閏
冒
皀
閏
英
訳
勺
曽
ｅ
、
訳
出
場
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
何
処
で
翻
訳
し
た
か
決

定
し
難
い
。
更
に
チ
詩
ヘ
ッ
ト
資
料
の
今
後
の
研
究
に
俟
っ
・

以
上
を
概
観
す
る
と
、
こ
の
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
は
カ
シ
ミ
ー
ル
で
因
明
と
唯
識
を
学
ん
だ
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
般
若
現
観

に
も
よ
く
通
じ
て
、
そ
れ
ら
の
訳
出
に
功
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
れ
の
翻
訳
が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
話
が
ゴ
ン
ポ
史
（
口
目
３
匡
口
勗
幽
》
嗣
疹
弓
＆
ご
〕
喝
浮
羽
田
野
ロ
瞳
巴
に
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ー
ダ
ム
派
の
シ
ャ
ル

ワ
・
く
わ
胃
冨
冒
が
究
寛
一
乗
宝
性
論
の
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
と
ナ
ク
ッ
ォ
共
訳
本
（
前
号
三
○
頁
）
に
も
と
づ
い
て
釈
説
し
た
と
き
、
講
学

部
に
お
い
て
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
の
訳
本
を
用
い
る
も
の
が
少
し
ば
か
り
出
た
。
第
二
回
目
の
釈
説
の
と
き
に
は
、
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
の
訳

本
を
使
用
す
る
も
の
が
大
部
分
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
シ
ャ
ル
ワ
。
〈
は
、
「
福
な
き
も
の
ら
よ
、
ヂ
ョ
オ
］
○
ｇ
が
な
さ
っ
た
翻
訳
を
信
じ

な
い
の
か
。
」
と
い
っ
て
学
徒
を
少
し
叱
責
し
た
。
し
か
し
＄
そ
れ
か
ら
後
に
二
回
釈
説
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
二
回
と
も
す

べ
て
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
の
訳
本
を
使
用
し
て
釈
説
し
た
と
い
う
。
現
に
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
は
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
の
訳
本
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
な
お
ま
た
、
前
述
の
如
く
（
前
号
一
三
頁
、
二
七
頁
）
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
が
二
回
校
訂
し
た
と
伝
え
る
二
万
（
五
千
般
若
）
明
も
大

蔵
経
に
収
録
さ
れ
ず
、
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
の
訳
が
前
掲
の
如
く
ｚ
○
．
臼
閉
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

か
れ
は
、
ラ
サ
や
サ
ム
エ
な
ど
処
友
で
釈
説
し
た
と
き
、
学
生
は
二
万
三
千
人
と
い
う
。
す
ぐ
れ
た
翻
訳
を
残
し
て
五
一
歳
（
屋
ｇ
）
で

1 ワ
且 ノ



こ
の
人
の
伝
は
、
￥
コ
ン
ポ
史
ｅ
目
・
冒
司
回
国
シ
喝
．
麓
］
》
慧
哩
に
出
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
れ
の
生
残
年
次
は
明
ら
か
で
な
い
・

し
か
し
か
れ
の
共
訳
者
と
し
て
、
前
述
の
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
の
共
訳
者
と
同
一
人
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
ロ
デ
ン
シ
ェ

ラ
プ
よ
り
少
し
お
く
れ
た
出
世
と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
こ
で
、
。
コ
ン
ポ
史
に
よ
っ
て
か
れ
の
翻
訳
の
あ
と
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

’
一
マ
タ
ク
は
、
ラ
サ
の
北
方
の
．
ヘ
ン
ュ
ル
侭
嘗
四
口
冒
冒
の
上
部
。
〈
ツ
ァ
プ
の
人
で
、
若
い
時
に
カ
シ
ミ
ー
ル
へ
行
き
、
サ
ッ
ジ
ャ
ナ

蟹
言
口
四
（
前
述
の
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
。
フ
の
師
）
の
二
人
の
御
子
な
ど
多
く
の
。
〈
ン
デ
ィ
タ
に
師
事
し
て
法
を
聴
聞
し
、
二
三
年
間
勉
学
し
た
。

そ
の
長
い
滞
在
中
に
月
称
の
主
要
諭
書
を
訳
出
し
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
わ
か
り
易
く
す
る
た
め
に
，
本
偶
と
そ
の
註
釈
と
い
う
よ
う
に

一
対
ず
つ
叙
述
し
て
ゆ
こ
う
。
先
ず
、

ｚ
○
．
闇
隠
ｚ
侭
胃
言
冒
》
般
若
と
名
づ
く
る
根
本
中
（
論
）
頌
の
校
訂
（
国
閉
口
目
色
は
〔
・
日
．
冒
酋
冨
切
ロ
日
沙
昌
と
共
に
校
訂
）

ｚ
ｏ
，
闇
邑
の
騨
目
国
冨
昌
》
浄
明
句
論
と
名
づ
く
る
中
論
釈
（
旨
昌
關
口
日
沙
蝕
と
共
訳
。
民
四
ロ
騨
冒
ご
肖
日
四
口
と
共
に
校
訂
）

を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
龍
樹
の
中
論
頌
の
訳
出
は
、
既
に
古
代
に
お
い
て
ジ
ュ
｝
一
ヤ
ー
ナ
ガ
ル
、
〈
司
冒
幽
鳴
号
冨
と
ル
ィ
ギ
ェ
ン
ッ

ェ
ソ
国
鳥
目
喝
巴
日
訪
冒
冒
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
。
こ
の
両
人
は
、
中
論
の
註
釈
で
あ
る
ｚ
○
．
紹
路
根
本
中
註
無
畏
、
ｚ
ｏ
紹
虐

佛
護
根
本
中
論
註
、
ｚ
○
．
留
留
根
本
中
観
註
般
若
燈
、
ｚ
○
．
紹
忠
般
若
燈
広
釈
を
す
桑
へ
て
訳
出
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
註
釈

に
よ
っ
て
中
論
頌
の
翻
訳
は
お
そ
ら
く
厳
密
に
な
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ｚ
○
．
闇
隠
中
論
頌
の
奥
書
に
、
「
後
に
、
カ
シ
ミ

ー
ル
の
ロ
ン
ケ
ル
。
ヘ
メ
⑦
禺
呂
］
内
耳
①
儲
号
①
目
＆
（
Ｐ
ロ
ロ
忌
日
署
員
四
）
の
都
城
（
号
目
）
の
伽
藍
リ
ン
チ
ェ
ン
、
ヘ
ェ
パ
罰
旨
目
①
目
印
ｇ
め

で
完
成
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

サ
，
皇
の
近
く
の
路
上
で
逝
去
し
た

ｆ

さ
て
、
月
称
の
主
要
諭
書
の
訳
出
は
＄
漸
く
。
〈
ツ
ァ
プ
の
訳
官
ニ
マ
タ
ク
普
四
蕨
胃
号
冒
蕨
冨
冨
冒
目
曾
唱
侭
切
が
出
る
に
及
ん

四
・
〈
ツ
ァ
プ
の
訳
官
一
一
マ
タ
ク
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己
色
（
”
黒
目
侭
９
国
）
に
お
い
て
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
ケ
ン
ポ
・
〈
ス
マ
テ
ィ
旨
一
合
騨
画
も
○
国
閉
口
白
目
兵
８
吋
．
冒
煙
彦
尉
巨
目
沙
含
）
と
チ
ベ
ッ

ト
の
翻
訳
の
訳
官
。
〈
ツ
ァ
プ
の
一
一
マ
タ
ク
は
人
王
。
〈
ク
。
く
う
恒
冒
四
鴨
烹
邑
冒
（
シ
昌
且
①
ぐ
煙
）
の
御
代
に
浄
明
句
釈
と
対
照
し
て
校
訂

し
た
。
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
マ
タ
ク
は
古
代
の
訳
者
が
未
だ
手
が
け
て
い
な
い
月
称
の
中
論
釈
と
対
照
し
て
古
代
の
訳
を
校
訂
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
Ｚ
。
．
忠
９
月
称
の
中
論
釈
の
奥
耆
を
見
る
と
㈲
訳
出
場
所
も
共
訳
者
も
同
じ
で
あ
っ
て
ｌ
た

だ
イ
ン
ド
の
ケ
ン
ポ
・
マ
〈
－
ス
マ
テ
ィ
と
記
さ
れ
て
い
る
相
違
は
あ
る
が
ｌ
カ
シ
ミ
ー
ル
の
本
と
一
致
す
る
如
く
訳
出
し
た
と
あ
る
。

お
そ
ら
く
月
称
釈
を
訳
出
し
な
が
ら
本
偶
を
校
訂
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
月
称
釈
の
奥
書
に
は
更
に
「
後
に
ラ
サ
の
ラ
モ
チ
ェ
閃
四
阻
切
四

日
○
目
の
の
伽
睦
で
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
ケ
ン
ポ
・
カ
ナ
カ
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
冒
唇
騨
口
冒
民
錘
冒
沙
冨
ぐ
閏
日
四
国
と
チ
ベ
ッ
ト
の
訳
官
自
身
（
’
一

マ
タ
ク
）
と
が
、
東
方
一
一
オ
ク
冒
官
ｍ
Ｂ
Ｈ
も
ご
○
照
（
東
方
シ
冒
国
ロ
国
）
の
本
と
あ
わ
せ
て
校
訂
し
た
。
」
と
追
記
し
て
い
る
。
月

称
釈
は
、
ニ
マ
タ
ク
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
帰
っ
て
か
ら
、
ラ
サ
の
ラ
モ
チ
ェ
の
伽
藍
で
別
の
梵
本
と
校
合
し
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
カ
シ
ミ
ー
ル
で
訳
出
し
た
も
の
と
し
て
、

ｚ
ｏ
・
紹
急
鈩
昌
且
①
ぐ
囚
函
四
百
論
と
名
づ
く
る
頌
命
口
庸
目
且
目
四
と
共
訳
）

ｚ
○
．
留
急
９
且
国
間
目
《
菩
薩
爺
伽
行
四
百
の
広
註
（
閨
房
目
且
目
四
と
共
訳
）
（
影
印
北
京
版
総
目
録
に
、
｜
ニ
タ
ク
を
両
の
く
．
と

す
る
の
は
誤
り
で
、
目
吋
の
中
へ
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）

が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
カ
シ
ミ
ー
ル
の
ロ
ン
ヶ
ル
・
ヘ
メ
の
リ
ン
チ
ェ
ン
ー
ヘ
ェ
。
〈
の
伽
藍
で
訳
出
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

更
に
ま
た
、
カ
シ
ミ
ー
ル
で
の
訳
出
（
あ
る
い
は
校
訂
）
の
中
、
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
学
で
特
に
重
要
視
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

ｚ
○
．
闇
曾
ｇ
《
且
国
冒
目
《
入
中
観
論
頌
の
校
訂
（
目
旨
箇
箇
匿
温
と
共
に
校
訂
）

ｚ
ｏ
留
亀
ｇ
ａ
３
冒
昌
”
入
中
観
論
（
国
富
富
と
共
訳
。
民
曽
〕
騨
冨
ぐ
自
目
四
口
と
共
に
校
訂
）

ｚ
ｏ
、
闇
＄
ｏ
段
昌
昌
冒
詳
胃
入
中
観
論
疏
（
罠
区
国
富
旨
屈
と
共
訳
。
戻
騨
ご
鳥
臼
ぐ
昌
旨
④
旨
と
共
に
校
訂
）

が
あ
る
。
先
ず
ｚ
ｏ
、
留
日
月
称
の
入
中
観
諭
頌
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
前
述
し
た
如
く
（
前
号
一
三
一
頁
）
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
の
弟
子
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ナ
ク
ッ
ォ
と
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
〈
ソ
デ
ィ
タ
民
鳥
目
冨
且
詳
四
と
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
ニ
マ
タ
ク
が
テ
ィ
ラ
ヵ
ヵ
ラ
シ

ァ
と
共
に
少
し
く
校
訂
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
奥
書
に
は
そ
れ
の
校
訂
の
場
所
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
カ
シ
ミ
ー
ル
で

校
訂
し
た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
次
の
ｚ
ｏ
ｍ
闇
巴
》
闇
罷
の
奥
書
に
は
、
「
カ
シ
ミ
ー
ル
国
の
ロ
ン
ヶ
ル
。
ヘ
メ
の
都
城
の
リ
ン
チ
ェ

ン
ゞ
ヘ
ェ
。
〈
の
伽
藍
で
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
王
・
ヘ
ル
・
〈
ク
・
〈
ラ
ロ
恩
｝
ｇ
ｇ
鵯
冨
］
冒
后
国
‐
肯
冒
号
ぐ
色
）
の
御
代
に
イ
ン
ド
の
ケ
ン
ポ
・

テ
ィ
ラ
カ
カ
ラ
シ
ァ
と
チ
等
ヘ
ッ
ト
の
訳
官
大
徳
。
〈
ツ
ァ
プ
の
一
一
マ
タ
ク
が
カ
シ
ミ
ー
ル
の
本
と
一
致
さ
せ
て
訳
出
し
た
。
」
と
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
ｚ
ｏ
・
留
日
と
ｚ
○
．
闇
紹
と
は
、
題
名
を
少
し
異
に
す
る
が
、
実
際
は
ど
ち
ら
も
入
中
観
論
の
本
頌
で
同
一
内
容
の
も
の
で

あ
る
。
た
だ
、
語
が
前
後
逆
に
な
っ
て
い
た
り
、
同
義
異
語
に
置
き
か
え
ら
れ
て
い
た
り
す
る
相
違
は
多
少
見
ら
れ
る
。
ｚ
○
．
留
日
は
、

そ
の
奥
書
に
あ
る
如
く
最
初
に
ナ
ク
ジ
ォ
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
カ
シ
ミ
ー
ル
本
と
は
別
な
梵
本
を
訳
し
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
が
後
に
ニ
マ
タ
ク
に
よ
る
校
訂
に
よ
っ
て
ｚ
○
．
留
曾
と
極
め
て
近
似
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
と
に
か
く
、
こ
れ
ら
二
訳
が
伝
わ
っ
て
い
て
、
北
京
版
に
は
二
つ
と
も
収
録
さ
れ
た
が
、
デ
リ
ゲ
版
に
は
後
者
の
ｚ
ｏ
，
紹
患
（
Ｉ

東
北
目
録
ｚ
○
．
路
臼
）
の
み
収
録
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
デ
リ
ゲ
版
編
集
者
は
ｚ
ｏ
，
留
総
を
決
定
訳
と
見
倣
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
‐
北
京
版
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
文
目
録
（
影
印
第
一
五
一
巻
一
○
五
頁
巨
号
》
漢
文
目
録
三
六
五
頁
勗
営
も
同
じ
）
に
は
反
対
に
ｚ
○
．
留
日

の
み
を
掲
げ
ｚ
○
．
闇
ｇ
を
省
い
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
う
け
と
れ
る
が
、
あ
る
い
は
ｚ
○
．
闇
曾
を
も
含
め
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
ｚ
ｏ
・
留
日
と
ｚ
○
．
圏
届
と
は
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
同
一
内
容
の
本
偶
で
あ
り
、

次
の
ｚ
○
．
紹
囲
は
そ
の
註
釈
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
一
マ
タ
ク
は
、
前
掲
の
中
諭
の
場
合
と
同
様
に
、
註
釈
を
訳

出
し
な
が
ら
本
偶
の
訳
出
あ
る
い
は
校
訂
を
行
な
っ
た
と
見
散
し
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
ｚ
ｏ
ｍ
．
紹
団
紹
困
の
奥
吾
に
は
更
に
「
後
に

ラ
サ
の
ラ
モ
チ
ェ
で
、
イ
ン
ド
の
ケ
ン
ポ
・
カ
ナ
カ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
と
訳
官
自
身
と
が
↑
東
方
一
一
オ
ク
冨
官
ｍ
Ｂ
局
己
ご
○
聰
冨
の
本
と

あ
わ
せ
て
校
訂
し
た
。
」
と
追
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ｚ
○
．
紹
畠
の
本
偶
と
ｚ
○
．
闇
困
の
註
釈
と
は
、
’
一
マ
タ
ク
が
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
へ

帰
っ
て
か
ら
、
ラ
サ
の
ラ
モ
チ
ェ
の
伽
藍
で
別
の
梵
本
と
校
合
し
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
ｚ
ｏ
、
紹
紹
の
本
偶
は
、
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チ
ー
ヘ
ッ
ト
ヘ
帰
っ
て
後
に
更
に
校
正
さ
れ
た
点
が
ｚ
○
．
留
日
と
異
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
い
う
最
終
的
な
仕
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
か

ら
デ
リ
ゲ
版
に
は
決
定
訳
と
し
て
収
録
さ
れ
た
の
か
‐
も
し
れ
な
い
。
な
お
今
後
の
研
究
に
俟
つ
。

ち
な
み
に
、
因
明
部
の
ｚ
ｏ
・
留
乞
己
冨
『
日
○
詐
四
国
《
彼
世
間
成
就
窃
冨
目
鳥
目
罠
賜
己
君
と
共
訳
）
は
、
そ
の
奥
書
に
、
カ
シ

ミ
ー
ル
の
王
〈
ル
シ
ァ
デ
ー
ヴ
ァ
国
貰
い
且
①
ぐ
色
の
御
代
に
ロ
ン
ケ
ル
。
ヘ
メ
の
ラ
ト
ナ
ラ
シ
ュ
ミ
罰
騨
ｇ
肖
渭
目
の
伽
藍
で
訳
し
た
と
あ

さ
て
、
ゴ
ン
ポ
史
ｅ
胃
・
目
ざ
》
国
缶
や
麗
巴
に
、
ニ
マ
タ
ク
は
二
三
年
間
カ
シ
ミ
ー
ル
で
勉
学
し
て
帰
国
し
、
西
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
の
プ

ラ
ン
。
〈
留
匡
胃
四
目
ｇ
の
僧
た
ち
に
請
わ
れ
て
カ
ン
ワ
・
ヘ
ー
⑦
：
冨
砦
の
］
著
作
の
阿
毘
達
磨
の
註
釈
を
訳
出
し
た
と
記
し
て
い
る

そ
れ
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
諭
部
の
阿
毘
達
磨
の
部
の
ｚ
ｏ
ｍ
．
留
置
〕
３
雪
勺
日
口
騨
ぐ
四
日
目
冒
隣
《
阿
毘
達
磨
倶
舎
註
疏
随
相
（
属
巳
騨
厨
気
自
‐

日
色
目
と
共
訳
）
に
相
当
し
、
こ
の
両
者
の
奥
書
と
も
一
致
す
る
。

次
に
、
ゞ
コ
ン
ポ
史
ｅ
目
８
扇
２
国
缶
も
．
目
呼
羽
田
野
宅
・
艘
呼
己
目
・
冨
弓
｝
団
毎
も
置
巴
に
よ
る
と
、
’
一
マ
タ
ク
は
故
郷
の
．
ヘ

ン
ュ
ル
ヘ
帰
っ
て
中
観
の
釈
説
を
な
し
た
が
、
学
生
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
カ
ー
ダ
ム
派
の
シ
ャ
ル
ワ
。
〈
Ｐ
Ｈ
ｇ
鷺
が
自

分
の
多
く
の
若
い
弟
子
を
中
観
の
勉
学
の
た
め
に
送
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
以
て
も
ニ
マ
タ
ク
の
月
称
中
観
説
研
究
の
造
詣
の
深
さ
に
対

す
る
名
声
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
れ
は
中
観
の
釈
説
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
で
も
翻
訳
に
従
事
し
た
。
と
い
う
の
は
、

ｚ
ｏ
，
留
留
捧
月
Ｐ
《
経
大
集
（
閃
喝
己
冒
百
二
侭
農
と
冒
昌
）
色
の
言
鱒
『
と
三
名
で
共
訳
）

と
い
う
二
三
一
葉
に
及
ぶ
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
の
大
作
の
訳
出
が
あ
っ
て
、
こ
の
最
後
に
偶
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
。
〈
ツ
ァ
プ
ロ

ム
ポ
嗣
四
蕨
冨
ご
周
○
日
宮
地
方
の
。
へ
ソ
デ
ン
ヤ
ガ
ン
ロ
冒
巨
目
己
冒
噌
。
（
冨
悪
巳
の
大
伽
藍
に
お
い
て
訳
出
し
た
と
あ
る
か
ら

る
C

既
に
前
に
述
ゞ
へ
た
よ
う
に
、
’
一
マ
タ
ク
は
カ
ナ
カ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
を
招
請
し
て
ラ
サ
の
ラ
モ
チ
ェ
の
伽
藍
で
、
月
称
の
中
論
釈
と
入
中
観

論
と
同
疏
の
校
訂
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
諭
部
の
讃
頌
の
部
に
、
ｚ
○
．
呂
毘
ｚ
凋
胃
宕
巨
煙
》
出
地
獄
（
目
巨
畠
と
共

ム
ポ
句
四

手
ｋ
涯
吻
↓
ｏ
Ｏ
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更
に
ま
た
ゴ
ン
ポ
史
ｅ
目
・
冒
曾
一
国
〆
弓
＆
庵
＆
お
）
に
は
引
続
い
て
、
秘
密
集
会
○
目
冒
閏
冒
且
騨
の
大
註
釈
燈
作
明
は
、
す

ぐ
れ
た
翻
訳
者
と
称
さ
れ
る
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
が
そ
れ
を
訳
出
し
た
こ
と
を
自
ら
誇
り
と
し
て
い
た
が
↑
｜
ニ
タ
ク
は
そ
の
翻
訳
が
加

訳
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
奥
書
に
ロ
ン
ヶ
ル
。
ヘ
メ
の
。
〈
ン
デ
ィ
タ
・
テ
ィ
ラ
カ
と
共
に
ラ
モ
チ
ェ
で
訳
出
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
秘

密
疏
部
に
、
ｚ
○
．
麗
計
ｚ
侭
：
昌
巨
“
吉
祥
秘
密
集
会
曼
茶
羅
儀
軌
二
十
（
園
巨
畠
冨
旨
窟
と
共
訳
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
奥
書
に
チ
ャ

サ
固
着
闇
の
伽
藍
で
イ
ン
ド
の
ケ
ン
ポ
大
．
〈
ソ
デ
ィ
タ
・
テ
ィ
ラ
カ
カ
ラ
シ
ャ
と
共
に
訳
出
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
チ
ャ
サ
は
サ
ム

エ
の
東
方
で
ツ
ァ
ン
ポ
河
南
岸
に
あ
り
、
ツ
ェ
タ
ン
の
罰
蕨
の
昏
目
の
西
方
近
く
に
位
置
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
ィ
ラ
カ
カ
ラ
シ
ャ

も
入
蔵
し
ラ
サ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
サ
ム
エ
の
東
方
ま
で
足
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
ラ
サ
や
チ
ャ
サ
で
の

訳
出
は
↑
’
一
マ
タ
ク
が
。
ヘ
ン
ュ
ル
ヘ
帰
る
前
か
後
か
明
瞭
で
な
い
。

以
上
の
ほ
か
に
中
観
の
部
に
ニ
マ
タ
ク
の
訳
出
と
し
て
、

ｚ
○
．
闇
鵲
ｚ
侭
目
盲
目
四
》
六
十
頌
如
理
〔
六
十
頌
如
理
論
〕
（
冨
二
呂
菌
目
と
共
訳
）

ｚ
ｏ
，
置
弓
ｚ
侭
副
甘
口
色
“
菩
提
心
解
説
（
閃
：
切
冒
呂
○
⑳
丙
琶
肩
①
由
習
の
ロ
を
主
と
し
て
、
の
ｐ
Ｈ
侭
の
ｇ
め
丙
嵐
濡
ｍ
Ｈ
：
》

⑳
⑦
ご
呈
囲
Ｈ
わ
邑
皇
②
昏
○
ｅ
心
①
印
国
ご
喝
四
甥
、
昌
肖
も
四
○
面
○
め
］
【
乱
Ｑ
ｇ
国
己
丘
冒
口
頭
面
ゅ
威
戸
色
ウ
ｚ
］
目
沙
唄
紺
印
》

冒
目
目
且
○
国
聰
口
９
日
温
め
Ｈ
：
共
訳
）

が
あ
る
が
、
訳
出
場
所
な
ど
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
ゴ
ン
ポ
史
（
口
目
・
冒
司
耳
国
シ
や
置
巴
に
、
月
称
の
空
七
十
の
註
釈
は
ア
バ
ャ
ー
カ
ラ
シ
ｇ
印
冨
富
国
と
ヌ
ル
の
ダ
ル
マ

タ
ク
の
目
目
ロ
富
国
ロ
色
唱
凋
の
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
て
い
た
が
、
’
一
マ
タ
ク
は
ム
デ
ィ
タ
冒
口
昌
冨
と
共
に
そ
れ
の
初
の
三
○
○
シ
ュ

ロ
－
カ
℃
○
菌
以
上
を
校
訂
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
存
チ
雫
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
に
は
空
七
十
の
月
称
釈
が
ｚ
ｏ
，
紹
露
に
収

め
ら
れ
て
い
る
が
、
北
京
版
デ
リ
ゲ
版
と
も
に
一
一
マ
タ
ク
と
ム
デ
ィ
タ
の
校
訂
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。
全
部
の
校
訂
を
完
了
し

た
の
で
は
な
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

フ
］

フ
ー



実
で
な
い
こ
と
を
発
見
し
て
正
し
く
訳
し
直
し
た
と
い
っ
て
い
る
。
現
在
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
を
見
る
と
、
燈
作
明
の
月
称
広
釈
が
ｚ
Ｏ

思
呂
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
校
訂
者
は
ナ
ク
ポ
ｚ
侭
冒
と
ラ
ェ
ッ
ェ
Ｆ
ｇ
ｍ
－
〕
尉
尉
と
な
っ
て
い
て
、
ニ
マ
タ
ク
の
名
は
出
て
い

戸
夫
、
Ｏ

ナ
だ
、
、さ

て
以
上
を
概
観
す
る
と
、
ニ
マ
タ
ク
の
大
き
い
業
績
は
何
と
い
っ
て
も
月
称
の
主
要
な
中
観
諭
書
の
訳
出
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
誰

も
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
研
究
者
に
最
も
親
し
み
あ
る
月
称
の
中
諭
釈
の
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
文
が
如
何
に
す
ぐ
れ
た
も
の

で
あ
る
か
は
こ
こ
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
も
っ
て
か
れ
が
す
ぐ
れ
た
翻
訳
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

諭
書
は
約
半
数
、
阿
毘
達
》

そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
諭
部
の
中
観
の
部
に
は
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
小
部
集
の
多
く
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
百
部
集
と
も
い
わ

れ
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
の
数
多
い
著
作
及
び
か
れ
の
教
学
の
起
源
と
な
っ
た
論
書
類
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
殆
ん
ど
が
中
観
部
に
収
録
さ
れ
て

い
る
か
ら
（
前
述
の
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
の
項
の
か
れ
の
著
作
類
を
参
照
）
、
中
世
の
訳
出
の
数
を
著
し
く
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
般
若
や
中
観
の
論
害
は
、
顕
教
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
密
教
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
密
教
教
学
も

般
若
中
観
説
を
基
盤
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
中
世
に
密
教
が
発
達
す
る
段
階
に
お
い
て
、
古
代
に
翻
訳
洩
れ
と
な
っ
た
般
若

中
観
論
耆
は
、
洩
れ
な
く
す
尋
へ
て
早
急
に
訳
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
既
に
古
代
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
も
、
適
正
で
な
い
翻

訳
は
、
校
訂
が
加
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
中
世
の
初
に
相
つ
い
で
出
た
上
述
の
す
ぐ
れ
た
翻
訳
者
た
ち
は
、
み
な
般
若
中

「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
、
現
存
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
諭
部
の
中
、
般
若
と
中
観
の
諭
書
は
、
チ
ベ
ッ
ト
古
代
す
な
わ
ち
ラ
ソ
ダ
ル
マ

王
（
在
位
震
呂
ｌ
震
①
）
の
廃
佛
ま
で
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
が
約
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
（
前
号
二
○
頁
）
。
古
代
に
唯
識
の

論
害
は
約
半
数
、
阿
毘
達
磨
の
そ
れ
は
約
三
分
の
二
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
余
り
に
も
相
異
が
大
き
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。

む

す

び
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観
論
害
を
訳
出
（
あ
る
い
は
校
訂
）
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
そ
の
大
半
が
訳
了
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
古
代
に
訳
出
洩
れ
と
な
っ
た
中
観
論
耆
の
中
、
特
筆
す
ゞ
へ
き
は
清
弁
と
月
称
の
主
要
論
害
で
あ
る
。
清
弁
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る

中
観
宝
燈
論
は
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
が
イ
ン
ド
の
ソ
ー
マ
プ
リ
ー
寺
で
入
蔵
前
に
シ
オ
ン
ド
ェ
セ
ン
ゲ
と
ナ
ク
ッ
ォ
と
共
に
訳
出
し
た
（
前

号
二
五
頁
）
。
清
弁
の
中
観
心
論
と
そ
の
註
思
訳
焔
は
、
〒
コ
ク
の
レ
ク
。
ヘ
ー
シ
ェ
ラ
プ
の
懇
願
に
よ
っ
て
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
が
ラ
サ
の
ト
ゥ

ル
ナ
ン
寺
で
ナ
ク
ッ
ォ
と
共
に
訳
出
し
た
（
前
号
二
九
頁
）
。
こ
こ
に
清
弁
学
説
研
究
が
興
り
、
そ
の
後
レ
ク
。
ヘ
ー
シ
ェ
ラ
プ
が
一
○
七
三

年
に
ラ
サ
の
南
方
サ
ン
プ
に
大
伽
藍
を
建
て
た
の
で
、
そ
こ
が
そ
の
研
究
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

そ
れ
よ
り
し
ば
ら
く
お
く
れ
て
、
’
一
マ
タ
ク
が
出
て
月
称
の
中
論
釈
や
入
中
観
論
頌
と
そ
の
自
疏
な
ど
を
カ
シ
ミ
ー
ル
で
訳
出
し
、
更

に
ラ
サ
の
ラ
モ
チ
ェ
寺
で
校
訂
し
完
成
す
る
に
及
ん
で
、
月
称
学
説
研
究
が
興
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ラ
モ
チ
ェ
寺
は
七
世
紀
初
に
ソ
ン
ッ

ェ
ン
ガ
ム
ポ
王
の
妃
で
唐
よ
り
嫁
し
た
文
成
公
主
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
寺
で
、
同
王
の
妃
ネ
・
〈
－
ル
公
主
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
ト
ゥ

ル
ナ
ン
寺
と
並
ぶ
名
刹
で
あ
る
。
先
に
ト
ゥ
ル
ナ
ン
寺
で
清
弁
の
中
観
心
論
註
思
択
焔
が
訳
出
さ
れ
、
い
ま
ま
た
ラ
モ
チ
ェ
寺
で
月
称
の

諭
書
の
訳
出
が
校
訂
完
成
さ
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
好
対
照
と
で
も
い
う
、
へ
き
で
あ
る
。

一
般
に
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
学
は
月
称
の
中
観
説
に
基
づ
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
上
来
、
訳
経
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
む

し
ろ
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
に
よ
っ
て
清
弁
学
説
研
究
が
先
に
興
り
、
そ
の
弟
子
レ
ク
。
ヘ
ー
シ
ェ
ラ
プ
に
よ
っ
て
サ
ン
プ
に
伝
承
さ
れ
た
。
月
称

学
説
研
究
は
一
二
タ
ク
の
月
称
諭
書
の
訳
出
完
成
に
よ
っ
て
興
起
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
ｌ
お
そ
ら
く
数
十
年
ほ
ど
ｌ
お

く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
お
く
れ
は
し
た
が
、
’
一
マ
タ
ク
の
訳
出
は
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
佛
教
学
研
究
に
大
き
い
影
響
を
与
え
、
そ
れ
よ
り
後
は
次
第

に
月
称
学
説
研
究
へ
転
換
を
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
（
届
司
ｌ
Ｅ
ら
）
に
至
っ
て
、
か
れ
が
月
称
の
教
学
を
採
り
あ
げ

る
に
及
ん
で
決
定
的
と
な
っ
た
。
そ
の
後
ツ
ォ
ン
ヵ
。
〈
の
ゲ
ル
ク
派
づ
需
旨
甥
冒
が
次
第
に
優
位
を
占
め
た
か
ら
、
そ
の
た
め
チ
今
ヘ

ッ
ト
佛
教
学
と
い
え
ば
月
称
の
教
学
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
渭
弁
研
究
の
方
が
先
に
は
じ
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
に
清
弁
研
究
が
先
に
行
な
わ
れ
た
か
。
ま
た
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
故
に
月
称
研
究
へ
転
換
し
た
か
。
チ
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ベ
ッ
ト
人
に
は
論
理
的
な
清
弁
の
学
説
は
適
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
。
し
か
し
果
し
て
単
に
そ
れ
だ
け
の
理

由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
究
明
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
学
教
理
史
の
面
か
ら
も
あ
わ
せ
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
い
ま
は
般
若
中
観

諭
書
の
訳
出
過
程
を
述
令
へ
る
に
と
ど
め
た
い
。
（
完
）

追
記
前
号
一
一
二
頁
二
行
目
目
昏
自
ゅ
買
旨
言
冒
．
唱
閉
は
サ
ム
エ
に
あ
る
（
弓
．
。
（
）
笥
（
澤
（
肖
》
（
》
騨
雷
』
ｏ
唱
の
〔
一
巨
吋
ｃ
己
（
］
の
目
一
〕
か
菌
旨
．
雨
）
肖
射
》

己
匡
白
目
も
Ｌ
ｇ
参
照
）
か
ら
、
国
。
．
紹
雪
五
淵
諭
の
訳
出
を
前
号
二
八
頁
八
行
目
附
近
で
述
べ
る
・
へ
き
で
あ
っ
た
。

前
号
二
八
頁
一
三
行
目
昏
四
目
は
昏
自
と
訂
正
。

切
崔
①
．
ｚ
屍
○
①
Ｈ
］
の
ロ
》
国
胃
①
嗣
旨
①
Ｐ
ｐ
ｐ
巴
印
．
○
巴
Ｏ
貝
国
）
胃
ご
急
．

己
目
ロ
①
す
げ
彦
胃
の
己
○
旨
も
○
．

羽
田
野
羽
田
野
伯
猷
「
カ
ー
ダ
ム
派
史
」
（
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
第
五
号
所
収
）

ナ
ン
ゞ
、
ハ
ー
は
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
に
よ
る
。

般
若
中
観
部
の
経
論
は
わ
か
り
易
く
す
る
た
め
に
特
に
行
を
改
め
て
掲
出
し
た
。
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